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通期連結業績予想と実績との差異並びに特別利益及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

平成 29 年４月 13 日に公表しました平成 30 年２月期通期（平成 29 年３月１日～平成 30 年２月 28 日）の業

績予想と、本日公表の実績において差異が生じましたので、下記のとおりお知らせします。また、連結業績に

おいて下記のとおり特別利益及び特別損失を計上しましたので、併せてお知らせします。 

記 

 

１．平成 30 年２月期通期連結業績予想数値と実績値との差異（平成 29 年３月１日～平成 30 年２月 28 日） 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 160,000 3,200 4,400 3,100 29.26 円 

実 績 値（Ｂ） 155,457 2,168 3,788 3,219 31.51 円 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △4,542 △1,031 △611 119 ― 

増 減 率（％） △2.8 △32.2 △13.9 3.8 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 29 年２月期） 
159,143 2,541 3,964 3,679 33.93 円 

 

２．差異の理由 

一部事業子会社の不振に加え、構造改革費用等を計上したため、営業利益が予想を下回りました。また、

後述の通り特別利益及び特別損失を計上したため、親会社株主に帰属する当期純利益は 3,219 百万円とな

りました。 

 

３．特別利益の計上について 

平成 30 年２月 23 日に発表した「固定資産の譲渡及び特別利益の計上に関するお知らせ」に記載の通り、

固定資産の譲渡による 14 億 43 百万円の固定資産売却益が発生したことに加え、19 億 51 百万円の投資有

価証券売却益が発生したこと等により、35 億 21 百万円の特別利益を計上しました。 

 

４．特別損失の計上について 

第４四半期に実施した子会社の構造改革等により 32 億 53 百万円の減損損失が発生したため、36 億 30

百万円の特別損失を計上しました。 
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